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『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿
堀
　　　　
誠
「企羨」篇〔凡例〕
一、
 本稿は、服部南郭『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇の本文と原注に関する
注釈である。
一、
 注釈は、早稲田大学大学院教育学研究科二〇一〇年・二〇一一年度科目
｢ 国文学演習
｣ （堀
　
誠担当） の受講生 （石本波留子、 趙倩倩、
雨宮紗希、橋本麻美、菅本慈子、橘和久、丹治麻里子、仲川泰博）が講読担当話の発表資料に基づいて原稿化した。
一、
 底本は、 早稲田大学図書館蔵本『大東世語』 （寛延三年〈一七五〇〉刊）に依り また典拠に関しては同館蔵本『大東世語考』 （方寸菴漆鍋稿、寛延四年〈一七五一〉序）を参考にした。
一、
｢ 企羨
｣
篇の都合七話を、 〔企羨１〕のように順次表記した。
一、
 注釈は本文の〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、原注の〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、および〔語釈〕 、 〔典拠〕から構成される。
一、
 〔書き下し文〕は、原則として底本の訓点を尊重しつつ、適宜これを改めた。〔企羨１〕
東三條丞相①。月夜游
二東北院
一。中宵方靜。公請
二藤戸部
一②朗詠。戸
部思索良久。座人傾想。乃發
レ
詠云 念
二
極樂之尊
一
一夜。山月正圓。
是齊名文中句③ 齊名适陪
二丞相
一在
レ座。人乃羨
二賞其特見
一 レ
釆
二名流
一。
〔書き下し文〕東三條丞相、月夜
　
東北院に游ぶ。中宵方に靜かなり。公
　
藤戸部に
請ひて朗詠せしむ。戸部思索すること
良やや
久し。座人傾想す。乃ち詠を
五二
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發して云ふ、
｢ 極樂の尊を念ずる一夜、山月正に圓なり
｣
と。是れ齊
名の文中の句なり。齊名
适まさ
に丞相に陪して座に在り。人乃ち其の
特こと
に
名流に采らるるを羨賞す。〔訳文〕東三條の丞相（藤原兼家）は ある月夜に東北院に出かけた。真夜中に差し掛かり、ちょうどあたりが静かになった。そこで、丞相は藤戸部（藤原斉信）に懇請して朗詠させること した。戸部はしばらくの間考えをめぐらせていた。そ 場にいた人々は、どの句が詠ぜられるかに思いをめぐらせた。ようやく戸部は朗詠し始め、
｢ 極楽にましま
す阿弥陀仏を念じるこの夜、山にかかる月 満月である
｣
と詠じた。
これは、斉名（紀斉名）の文中の句であった。斉名はちょうど丞相お供してその場 いた。同席していた人々は、とりわけ斉名の句が斉信ほどの一流の人物 採りあげられたことを羨み 賞賛 。〔原注〕①
家。
②齊信。③紀齊名
｢ 勸學會同賦
レ攝
二念山林
一｣
序中句。
〔書き下し文〕①
家なり。
②齊信なり。③紀齊名
｢ 勸學會に同じく山林に攝念するを賦す
｣
の序中の句なり。
〔訳文〕
①藤原兼家である。②藤原斉信である。③
 紀斉名の
｢ 勧学会に同じく山林に摂念するを賦す
｣
の序中の一句
である。
〔語釈〕東三條
 丞相
　
藤原兼家。九二九～九九〇。平安時代中期の公卿。藤原
師輔の三男。次兄である兼通と関白の座を争うも、先を越される。寛和二年（九八六） 、策を用いて花山天皇に位を譲らせ、自分の娘の子である一条天皇を即位させる。そして、外祖父として摂政となり、 永祚元年（九八九）に太政大臣に任命された。その後、病で官を辞し、出家 法興院と号した。
東北院
　
一条大路の南、京極大路の東に位置した寺。法成寺の寺域の
東北部にあったとされ
中宵
　
 真夜中のこと。
藤戸部
　
藤原斉信。九六七～一〇三五。平安時代中期の公卿。為光の
子。政務に長け、源俊賢、藤原公任、藤原行成らとともに四納言と称された。なお 戸部とは民部省の唐名であり、戸籍や租税、賦役、田地にまつわる を司る役所 ある。
朗詠
　
 漢詩文の一節に曲をつけ、訓読体で詠うこ 。また、平安時代に行われた雅楽の一種。
良久
　
ほんのしばらく。また まこと 久しく。
傾想
　
心を傾けて思うこと
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五三
念極樂
 之尊一夜
　
山月正圓『本朝文粋』巻十に
｢ 七言、暮春勧学会、
聽講法華経、 同賦摂念山林
｣
として収める序文の内の二句。 「摂
念山林」とは、 『妙法蓮華経序
品ほん
第一』の一節
｢ 一心除乱
　
摂
念山林
　
億千万歳
　
以求仏道
｣
にある句である。 『大東世語』
の版本には、尊の字のあとに句点が打たれているが、ここでは一夜 下に改めた。なお、 「極樂之尊」とは、
｢ 極楽にまします
阿弥陀仏
｣
の意である。
齊名
　
 紀斉名。九五七～九九九。平安時代中期の漢詩人。本姓は田口であり、後に紀氏と改める。橘正通に師事した。優れた文才の持ち主として知られ、大江以言とともに並び称された。漢詩集『扶桑集』を編纂したことでも知られる。
名流
　
名望のある人、一流の人
羨賞
　
 羨み賞賛すること。
勸學會
　
平安時代に、天台宗の僧と大学寮の学生が集まって行った法
会。朝に法華経を講じ、その後に経中の句を題材 した詩文を作り、夕方 は念仏 唱えた。
〔典拠〕『十訓抄』第十―第三十話。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（橘
　
和久）
〔企羨２〕
慶保胤崇
二信釋氏
一。晩詣
二橫川
一從
二增賀
一①聽
レ法。及
レ説
二止觀明靜。
前代未聞
一。保胤深已歸依。不
レ覺雙涙橫流。賀乃揚
レ拳打罵曰。作
二何
面
一邪。泣如
レ是。座上惶然。乃停
レ講。他日復聽。再泣如
レ初。賀復打。
乃止。最後聽。泣愈甚。於
レ是賀亦悽然垂
レ涙、徐授
二其文
一②。
〔書き下し文〕慶保胤
　
釋氏を崇信す。晩に橫川に
詣いた
り增賀に從ひて法を聽く。
｢ 止
觀の明靜なること、前代に なり
｣
と説くに及びて、保胤深く已に
歸依し、 覺えずして雙涙橫流す 賀は乃ち拳を揚げて打し罵りて曰く、｢ 何の面を作すや、泣くこと是の如し
｣
と。座上の惶然とすれば、乃
ち講を停む。他日に復た聽く、再び泣くこと初めの如ければ、賀は復た打す。乃ち止む。最後に聽く、泣くこと愈いよ甚だし。是に於いて賀も亦た悽然として涙を垂れ、徐に其の文を授〔訳文〕慶滋保胤は釈迦の教え 篤く信じていた。老年になって横川に出かけていって、増 に就いて仏法を聞くことがあった。 （増賀が）
｢ 止観の
明静なること 前代 未聞なり
｣
と説き始めると、保胤は深くすでに
帰依していたので 思わず両目から涙がとめどなく流れ すると増賀はこぶ を振り上げて（保胤を）叩き、罵って言うことには、
｢ ど
うしてそのような顔をするのだ、このように泣く は
｣
と。その場に
いた人たちが
惶おそ
れてしまったので、講説を中止した。別の日に保胤が
五四
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また講説を聴くと、再び前と同じように泣いたので、増賀はまた保胤を叩い 。そして講説を中止した。最後に講説を聴いたときに 、保胤はます す激しく泣いた。このときになって増賀もいたましがって涙を流し、しずやかにその経文 保胤に授けた。〔原注〕①增賀俗姓橘氏。參議恆平之子。②
 慶太史慈憫恤
レ物。一日以
二公事
一趣入。中路忽聞
二女子哭聲
一。從
尋
二其處
一。就問
二其故
一。有
二一女僮
一。言爲
二家主
一假
二他革帶
一來。
路失
レ
之。乃懼
レ
罪泣。太史惻然。便解
二
己帶
一
與
レ
之曰。聊且可
二
以
レ此償
一爾。卽去 既應急入。請
二外吏所
一 レ
帶行
レ事。
〔書き下し文〕①增賀の俗姓は橘氏なり。參議
　
恆平の子なり。
②
 慶太史は慈しみ憫みて物を
恤めぐ
む。一日
　
公事を以て趣き入らんと
するに、中路に忽ち女子の哭聲を聞く。
從よ
りて其の處を尋ね、
就すなは
ち其の故を問ふ。一女僮有り 、言ふ、
｢ 家主の爲に
他かれ
に革帶を
假りて來るも、路に之を失へば、乃ち罪せられることを懼れて泣く
｣
と。太史
　
惻然として、 便ち己の帶を解きて之を與へて曰く、
｢ 聊か
且しばら
く此れを以て償ふべきのみ
｣
と。卽ち去る。既に應じて
急ぎ入り、外吏の帶す 所 請ひて事を行ふ。
〔訳文〕①増賀の俗姓は橘氏である。参議恒平の子である。②
 慶太史 （保胤） は人をいつくしみあわれんで物 与えたことがあっ
た。ある日（大内記としての）公務のために（宮中に）赴き入ろうとすると、 道の途中にふと女の子の泣き声が聞こえてきた。 （保胤は）近寄ってその場所を探して、そして理由を尋ねた。その召使いの女の子が言うことには、
｢ 主人のためによその方から革帯
を借りて参りまし が、途中でこれを失くして まったので、それで罰を受けることを恐れ 泣いているのです
｣
と。太史はあわ
れんで、すぐに自分の帯 解い れを与えて言った、
｢ かりそ
めではあるけれども、これでいささかその罪を償いなさい
｣
と。
すぐに（女の子は）去っ いった。 （保胤は）そ 見届け （宮中に）急い 入ると 外の役人が身につけていた帯 借りうけ公務を行った。
〔語釈〕慶保胤
　
慶滋保胤。？～一〇〇二。本姓は賀茂、陰陽家賀茂忠行の第
二子。文章博士菅原文時の門に入り、紀伝道に学ぶ。位階は従五位下大内記にまで至ったが、 寛和二年（九八六）四月に出家。
釋氏
　
 釈迦のこと。また、その教えである仏法。
橫川
　
 比叡山延暦寺の三塔の一つ。三世座主慈覚大師円仁が開いた。
增賀
　
 九一七～一〇〇三。平安時代中期の天台僧。京都に生まれ、四歳の時発心し、十歳で比叡山に登り、良源に師事した
止觀明
 靜、 前代未聞
　『摩訶止観』 第一上の冒頭の一節。 『摩訶止観』 は、
法華三大部 一つで天台宗 最重要典籍 二〇巻。
惶然
　
おそれるさま。
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五五
講
　　
学僧による経論の講説。
悽然
　
いたましいさま。悲しいさま。
恆平
　
 橘恒平。九二二～九八三。増賀の父。永観元年（九八三）十一月参議となるが、同月十三日病により出家、二日後に六十二歳で死去。
革帶
　
 皮で作った帯。天子や公卿が衣冠束帯 ときにまとう帯。革でつくり、玉石類十個ほどで飾る。石帯のこと。
惻然
　
あわれみいたましく思うこと
〔典拠〕『今鏡』第九
｢ 真の道
｣ 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
（丹治
　
麻里子）
〔企羨３〕
伶工時光。笛有
二黃鍾入調
一。深秘不
レ傳。亞相藤宗俊①。從受
二諸曲
一。
苦請
二
秘調
一
累年。時光善
二
其篤好
一。屢已許
レ
之。犹復重惜不
レ
果。一
夕風雨如晦。忽來云。今夕將
二密傳
一。要當
レ避
レ人耳。乃二人著
二雨衣
一。
到
二太極殿
一。影跡曠絶。暗雨甚鳴。絶無
下人可
二竊聽
一理
上。時光犹恐
レ
有
二乘
レ暗
レ耳者
一。發
レ燭捜
二過區陬
一。果見
三隱
レ楹。若
二蓑
　
笠動狀
一。
索
レ之卽武能也。時光驚曰。余故慮
レ此爾。遂止而還。
〔書き下し文〕伶工
　
時光
　
笛に黃鍾の入調有り。深く秘して傳へず。亞相
　
藤宗俊
從ひて諸曲を受く。
苦しきり
に秘調を請ふこと累年にして、時光
　
其の篤好
を
善よみ
し、
屢しば
しば已に之を許す。犹ほ復た重惜して果たさず。一夕
　
風
雨
 如晦、忽ち來りて云く、
｢ 今夕將に密かに傳へんとす。
要かなら
ず當に人
を避くべきのみ
｣
と。乃ち二人
　
雨衣を著て、太極殿に到る。影跡
　
曠絶にして、暗雨甚だ鳴る。絶えて人竊に聽くべき理無し。時光犹ほ暗に乘じて耳を
くる者有らんことを恐れ、 燭を發して區陬を捜過す。
果して楹に隱れて、蓑笠 動く狀の若きを見る。之を索むれば、卽ち武能なり。時光驚き 曰く、
｢ 余故より此れを慮るのみ
｣
と。遂に止
みて還る。〔訳文〕伶工の豊原時光は黄鍾の調べを会得していたが、秘伝のものとして他の者に教えなかった。大納言の藤原宗俊は時光に笛を習っていた。きりにその秘調を教えてほしいと懇願し続け数年が経ち 時光はそ熱心さに感心した。しばしば教えることを許したが なおも惜しんで果たされなかった。ある夜、風雨で、真っ暗闇のなか、突然（時光）が来て、
｢ 今晩、ひそかに伝授しましょう。人目を避けねばなりませ
ん
｣
と言った。そして二人は雨衣を着て太極殿に行った。人影はなく、
雨音が激しく鳴っている。決して人が盗 聞き き はずはない。時光は、それでも暗い闇に乗じて聞き耳をたてる者がいるこ を警戒て、灯りを燈し隅々を点検した。すると案の定、柱に隠れて蓑笠 動くようなさま とらえた。そこを捜索してみると 武能であったは驚いて、
｢ 私はもともとこうなることを憂慮していた
｣
といって、止
五六
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めて帰ってしまった。〔原注〕①右大臣俊家之子。〔書き下し〕①右大臣
　
俊家の子なり。
〔訳文〕①右大臣の俊家の子である。
〔語釈〕伶工
　
音楽の演奏を司る官。
時光
　
 豊原時光。市佑時光とも 生没年、詳細未詳。時元、時忠の父にあたる。時元は管弦の才に秀でていることで知られる。 〔企羨４〕 〔語釈〕 「金田 」参照。
黃鍾
　
十二律の一つ。十二律と 、音楽の十二の調子。
入調
　
舞人が曲を舞い終わって 屋へ入るまで演奏される調べ。
亞相
　
 大納言の唐風の呼び名 参議を宰相にあて と大納言はその次官に当たることからこうい れる。
藤宗俊
　
藤原宗俊。一〇四六～一〇九九。右大臣頼宗の孫。治暦元年
（一〇六五）蔵人頭、同三年参議となる。承暦元年（一〇八〇）権中納言、寛治六年（一〇九 ）権大納言となり、承徳元年に五十二歳で死去。 『今鏡』巻六などに笛・笙・箏・琵琶に秀でているとあり、それらに関する逸話も多く遺されてい
篤好
　
 あつくむつまじいこと。あつくこのむ 。
如晦
　
暗闇のようなさま。夜さながらのようす。
太極殿
　
大内裏朝堂院の正殿。天皇が政務を執る所であったが、のち
に即位・賀正など国家の大礼時に臨御するだけとなった。現在は焼失しているが、古来、出雲大社殿、東大寺大仏殿に次ぐ高大な規模を誇っていたとい 。
區陬
　
かたすみ。
武能
　
詳細未詳。 〔企羨４〕 〔語釈〕 「武能」参照。
〔典拠〕『今鏡』巻第六。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（雨宮
　
紗希）
〔企羨４〕
武能與
二金田時光
一。同時後生。意不
二相下
一。時相公命爲
二時光弟子
一。
乃不
レ
得
レ
已。具
二
名譜
一
詣
二
其家
一。時光正坐
レ
廳繕
レ
笛。不
二
意其至
一。
喜延
レ坐。請
二其來意
一。武能曰。相公命
レ我。使
レ受
二君敎
一。問
二何欲
一 レ
受。 曰大食入調。 所
レ未
レ得耳。 願見
レ授。 時光勃然。 乃指
二其兒幼在
一 レ
前。
應
二武能
一云。竢
二此兒長
一傳
レ此。而後脫復及
レ他耳。武能曰。賢子長成。
不
レ
知
二
何年
一。乃反
二
受名譜
一
去。後隱
二
大極殿
一
伺
レ
之。蓋欲
二
竊聽而

得
一 レ
此。
〔書き下し文〕武能は金田時光と、同時の後生なり。意
　
相下らず。時の相公命じて
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
五七
時光が弟子に爲らしむ。乃ち已むことを得ずして、名譜を具してその家に
詣いた
る。時光正に廳に坐して笛を繕ふ。その至るを不意ならんとし、
喜びて坐に
延ひ
きて、その來意を請ふ。武能曰く、
｢ 相公
　
我に命じて、
君が敎へを受けしむ
｣
と。
｢ 何をか受けんと欲す
｣
と問ふ。曰く、
｢ 大
食入調は、未だ得ざる所のみ。願はくは授けられん
｣
と。時光
勃然として、乃ちその兒の幼にして前に在るを指して、武能に應じて云へらく、
｢ 此の兒の長ずるを
竢ま
ちて此れを傳へて、而して後
 脫もし
くは
復た他に及ばんのみ
｣
と。武能曰く、
｢ 賢子の長成、何れの年なるか
を知らず
｣
と。乃ち名譜を反し受けて去る。後
　
大極殿に隱れ之を伺
ふ。蓋し
竊ひそか
に聽きて此れを得んことを欲す。
〔訳文〕武能は金田時光と同時代の年少のものであったが、気持ちでは下と思っていなかった。 時の関白が武能に時光の弟子になるように命じた。かくして仕方がなく名譜を用意して、時光 家へと参上した。時光ちょうど広間に座って笛を手入れしていた。武能がやってきたことを意外に思って、喜んで招き入れて、武能の来意を尋ねた。武能は
｢ 相
公が私にあなたの教えを受けるようにお命じにな れた です
｣
と答
えた。時光が
｢ 何を教わりたいのだ
｣
と尋ねると
｢ 大食入調がいまだ
会得できないのです。どうか教えていただきたい
｣
と言った。時光は
むっとして、自分 幼い子供が目前 たのを指で示して、武能に答えて言 たことには
｢ この子が大きくなるのを待って大食入調を教え
て、その後で他の人 教え及ぶだけだ
｣
と。武能は
｢ 御子息が成長な
さるのに何年かかるかわかりません
｣
と言って、そうして名譜を返し
てもらって立ち去った。その後、大極殿に隠れて時光を伺っていた。思うに、盗み聞きをして大食入調を習得しようとしたのだろう。〔語釈〕武能
　
 たけよし。典拠である『今鏡』
｢ 絵合の歌
｣
と同様の話を収録
した『古事談』第六には
｢ 武吉
｣
とある。時光と並んで管弦の
道に優れていたというが、詳細は不明。
金田時
 光
　
豊原時光のことか。豊原時光は平安時代中期の雅楽家。後
冷泉天皇（在位一〇四五～一〇 八）の時代の人。この段の典拠の『今鏡』
｢ 絵合の歌
｣
の本文中には後冷泉天皇の代の年号
である
｢ 永承
｣
が見られることから、時代は相違ない。京都方
の笙師で、子に公里、時元らがいる。 〔企羨３〕 〔語釈〕
｢ 時光
｣
参照。
名譜
　
 名前などを書いた札 こと。名簿。
大食
　
 太食調とも。雅楽の六調 の一つ。基音は平調と同音（洋楽のホ音）で呂旋。
入調
　
 雅楽で、左方舞楽の時に、舞人が当曲を舞い終わって入手を舞う時から楽屋にはいる時まで 、篳篥、龍笛によって奏でられる楽曲。歌はなく、楽器のみで演奏される。 〔企羨３〕 〔語釈〕｢ 入調
｣
参照。
脫
　　
ここでは
｢ もしくは
｣
と訓じる。
〔典拠〕
五八
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
『今鏡』藤波の下第六
｢ 繪合の歌
｣ 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（橋本
　
麻美）
〔企羨５〕
源義光①學
二笙豐時元
一。時元卒時。其子時秋尙幼。秘曲未
レ可
レ授。乃
授
二義光大食調入調
一。 後義光憂
二其兄②東征賊未
一 レ
平。 乞
レ朝欲
二赴戮
一 レ
力。
不
レ許。乃解
レ官獨發。日夜
行。時秋逐
レ驛馳至。乃請與倶。義光頗怪。
數苦駐。行及
二足柯山
一。辭喩再三。犹不
レ肯。義光忽復悟
二其意
一。路
傍班
荆
。 布
二二楯
一分
レ座。 乃胡簶中出
下時元所
二書與
一大食入調譜
上示
レ之。
問
レ有
二齎笙
一耶。 時秋乃出
レ笙。 義光曰。 子所
レ追。 想必此事。 我今赴
レ戰。
生歸難
レ期。子卽豐氏世守也。殉
レ我無
レ
。若信
二吾志
一。歸全
二其衟
一。
悉傳
二秘曲
一。畢各別去。
〔書き下し文〕源義光
　
笙を豐時元に學ぶ。時元卒する時、其の子
　
時秋尙ほ幼きな
り。秘曲未だ授くべからず。乃ち義光に大食調入調を授く。後
　
義光
其の兄東征して賊未だ平らげざるを憂へて、朝に乞ひて赴きて力を戮せんと欲す 許さず。乃ち官を解きて獨り發す 日夜
ねて行く。時
秋
 驛を逐ひ馳せて至る。 乃ち請ふ
｢ 與に倶にせん
｣ と。 義光頗る怪しみ、
數しば苦ろに駐む。行きて足柯山に及ぶ。辭喩すること再三、犹ほ肯んぜず。義光忽ち復た其の意を悟る。路傍に班
荆
し、二楯を布きて座
を分かち、乃ち胡簶中より時元が書して與ふる所の大食入調の譜を出
して之に示す。
｢ 齎笙有りや
｣ と問ふ。時秋乃ち笙を出す。義光曰はく、
｢ 子が追ふ所、想ふに必ず此の事ならん。我今戰に赴く。生歸期し難し。 子は卽ち豐氏の世守なり。 我に殉ふは
無し。 若し吾が志を
信たの
まば、
歸りて其の衟を全うせよ
｣
と。悉く秘曲を傳へ、畢はりて各おの別れ
去る。〔訳文〕源義光は笙を豊原時元に学んだ。時元が卒去した時、その子である時秋はまだ幼かったため、秘曲をま 伝授できなかっ 。そこで義光に大食調入調を授けた。後に義光は兄である義家 東征 て賊をまだ平定できないこと 憂慮して、朝廷にこいて、兄 協力したいと願い出たが、朝廷は許さなかった。かくて 官を辞 ひとり出発した。昼夜休まず道を行くに、時秋は宿駅 追いかけて馳せ至り、
｢ 東国にご
一緒したい
｣
と請願した。義光は、何度もしきりに引き駐めつつ、足
柄山にさ かかった。再三立ち去るようさとしたが、それ も聞き入れない。義光ははっと時秋の真意を悟った。そこで、路の傍の
荊いばら
を分
け入り、二枚の楯をし て座 分けてすわり、
胡やな
簶ぐい
の中から時元が書
き与えた大食入調 楽譜を取り出して示した。
｢ 持参した笙はおあり
ですか
｣
と問うと、時秋は笙を取り出した。義光が言うには、
｢ あな
たが私を追いかけてきたのは、必ずやこのことのためでしょ 私はいま戦に赴き、生きて帰れるか わかり せん あ 豊原氏の跡継ぎでおられま 。私に殉ずること 無益なこ です。も 私の意志に身を任すな 、帰ってその音楽の道を全う さい
｣
と。すべて秘
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
五九
曲を伝授しおわると、それぞれ別れ去っていった。〔原注〕①賴義之子。新羅三郎。刑部丞。②義家。〔書き下し文〕①賴義の子、新羅三郎なり。刑部丞なり。②義家なり。〔訳文〕①頼義の子で、新羅三郎のことである 刑部丞であった。②義家である。
〔語釈〕源義光
　
一〇四五～一一二七。平安時代後期の武将。源頼義の三男。
新羅明神で元服したことから新羅三郎と称した。弓馬だけでなく、音律も優れていて笙を豊原時元に学び秘曲
｢ 大食調入調
｣
を授けられたという。後三年の役で、兄義家の援護の め朝廷の許可を得ずに官を辞し 陸奥に赴く。乱後帰洛し、刑部丞に任ぜられ、常陸介、甲斐守を経て従五位上に叙され、刑部少輔に到る。
賴義
　
 源頼義。九八八～一〇七五。平安時代中期の武将。義家・ 光の父。前九年の役でも活躍。
笙
　　
 雅楽で使われる管楽器。豊原氏は笙を主業と 、代々朝廷に仕えた。
豐時元
　
豊原時元。一〇五九～一一二三。平安時代後期の楽人。時秋
の父。左近将監であった。
時秋
　
 豊原時秋 一一〇〇～一一七九。平安時代後期の楽人。時元の子、従五位下、 府生 笙のみならず、笛、篳篥の名人であったとも伝えられる。
大食調
 入調
　
秘曲として重んじられた。
｢ 大食調
｣
は雅楽の六調子の
一つ。十二律の第三音
｢ 平調
｣
を主音とする。ホ長調に相当。
｢ 入調
｣
は入調子の略で舞人が舞い終わってから楽屋に入るま
での間に奏でる。
源義家
　
一〇三九～一一〇六。平安時代後期の武将。義光の兄。陸奥
国守となったとき、後三年の役を起こした。朝廷は私闘として官符を発せず、戦役平定 の勧賞もなか 。生前の極位は正四位下。
東征
　
 後三年の役のこと。永保三～寛治元年（一〇八三～八七）陸奥 ・出羽で起きた戦い。清原氏の内紛 陸奥守、源義家が介入して清原（藤原）清衡を助け、清原家衡・武衡を滅ぼした。
戮
　　
戮力、協力、力を合わせる
行
　
 昼夜をかけて行くこと、倍歩く 大急ぎ 物事を進め こと。
驛
　　
 うまや、つぎやど、宿場。
足柯山
　
足柄山か。 箱根山北部の金時山から足柄峠を中心とする山地。
現在の神奈川県と静岡県境にある
辭喩
　
｢ 辭
｣
はやめる、
｢ 喩
｣
はさとす、教えさとすの意。
｢ 辭喩
｣
で
六〇
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
やめるようさとす。
班
荆
　
｢ 班
｣
は分かつ。
｢ 荆
｣
は草、いばら、または雑木。
｢ 班
荆
｣
で
いばらを分け入ること、転じて朋友と道に遇うこと。
胡簶
　
やなぐい。
齎
　　
もって来る、持参する。
世守
　
祖先代々守り来る
殉
　　
したがう。
〔典拠〕『古今著聞集』巻第六
　
管絃歌舞第七
　
二五五
　
｢ 源義光笙の秘曲を豊原時秋に授くる事
｣ 。
　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　
（石本
　
波留子）
〔企羨６〕
能因與
二友人
一車行。忽下歩里許。友驚問
レ之。乃曰。今所
レ過。伊勢夫
人舊家跡爾。隔
レ世雖
レ邈。庭松尙存。名流所
レ居。奈何可
二輙乘
一哉。
待
二樹杪不
一 レ
見。而後載行。①
〔書き下し文〕能因
　
友人と車行す。忽ち下りて歩すること里
許ばか
りなり。友驚きて之
を問ふ。乃ち曰く、
｢ 今過ぐる所は、伊勢夫人の舊家の跡のみ。世を
隔つること
邈はるか
なりと雖も、庭松尙ほ存す。名流の居る所、
奈い
何かん
ぞ輙ち
乘りて過ぐべけんや
｣
と。樹杪の見えざるを待ちて、 而して
後のち
載行す。
〔訳文〕能因は友人と車に乗って出かけた時、 突然車を降りて一里ほど歩いた。友人が驚いてその理由を尋ねてみた。すると、能因は
｢ 今通ったとこ
ろは伊勢の御旧居の跡です。時世をはるかに隔てていても、庭の松がまだ残っています。名だたる方が住まれたところはどうし 乗ったまま通りすぎること できましょうか
｣
と答えた。庭の松の梢が見えな
くなるのを待ってから再び車に乗っていった。〔原注〕①伊勢詠歌上流。因已以耽好敬尚焉。〔書き下し文〕①伊勢は詠歌上流なり。因已に て耽好し敬尚す。〔訳文〕①
 伊勢は和歌が一流であった。能因はそこで以前よりこれを好んで敬愛していた。
〔語釈〕能因
　
 平安中期の歌人。九八八
～？。中古三十六歌仙の一人。俗名は
橘永愷。二十六歳のころ出家、法名はじめ融因のちに能因。通称は古曾部入道。編著に歌学書『能因歌枕』 、 秀歌選『玄々集』 、家集『能因法師集』などがある。 『後拾遺集』以下の勅撰集六十五首入集。
里
　　
 尺貫法の長さの単位。 ここでは、 一里の意。 古くは一里が三百歩。
伊勢
　
 ？～九三九頃。平安時代の歌人。三十六歌仙 一人。華やかな
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
六一
恋愛遍歴の中で生み出された秀歌も多いが、屏風歌や歌合にも多くの歌を詠んでいる。家集に『伊勢集』がある。 『古今集』以下に百六十八首入集。伊勢の御と称せられる。
上流
　
すぐれた品位。ここでは、第一流 意。
耽好
　
心を専らにしてふけり好む。
敬尚
　
うやまいたっとぶ。
〔典拠〕『袋草紙』上巻。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（趙
　
倩倩）
〔企羨７〕
笙人市佑時光。與
二篳篥人用光
一。唱
二歌裹頭樂
一。欣然相适。中使偶至。
已在
レ傍。二人都不
二相接
一。對歌不
レ歇。使怒歸奏。上歎曰。唱歌入
レ神。
外境都忘。乃爲
レ樂之至
二於斯
一乎。萬乘徒重。恨不
レ得
二輕赴縱聽
一①。
〔書き下し文〕笙人
　
市いちのじょう
佑
時光と、
篳ひち
篥りき
人
　
用光と、
裹かとうらく
頭樂
を唱歌す。欣然として相
适す。中使偶たま至る。已に傍に在るも、二人
都すべ
て相接せず。對歌
して歇まず。
　
怒りて歸奏す。上歎じて曰く、
｢ 唱歌
　
神しん
に入る。
外がいきょう
境
都て忘る。乃ち樂を爲すの斯に至るや。萬乘は徒重なり。恨む
らくは輕く赴きて
縱
ほしいまま
に聽くことを得ざる
｣
と。
〔訳文〕
笙の演奏家で市佑の官職である豊原時光と、篳篥の演奏家の
和わ
邇に
部べ
用
光は裹頭樂を唱歌した。心地よくなって一緒に盛り上がった。 （内裏から）勅使がたまたまやってきた。すでに傍にいたが、二人ともまったく応対せず、歌いあうことをやめなかった。勅使は怒って内裏に戻り奏上した。帝 嘆じて言った、
｢ 唱歌して神妙の域に入ると、外部
のことはすべて忘れてしまうものなのだ 音楽をなすとはかくまでのものか。天位はただただ重いものである。気軽にその場に赴いて、思いのままに彼らの唱歌を聴けな ことが残念である
｣
と。
〔原注〕①高倉帝時云。〔書き下し文〕①高倉帝
　
時に云ふ。
〔訳文〕①高倉帝がその時いったのである。
〔語釈〕市佑時
 光
　
豊原時光。市佑は市司の第三等官、従七位下相当。生没年
未詳。笙の名手。 〔企羨３〕 〔語釈〕 「時光」 ・ 〔企羨４〕 〔語釈〕 「金田時光」参照。
篳篥
　
雅楽の管楽器で主要旋律楽器。中国より伝来。
用光
　
和邇部用光。茂光ともいう。生没年未詳。篳篥の名手。
裹頭樂
　
雅楽の一つ。唐楽に属する四人舞。原曲は斉の明帝の作とも唐の
李徳祐の作ともいわれる。帝王の元服の時に奏したという。
六二
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
中使
　
勅使。
對歌
　
相手に応えて歌うこと。
萬乘
　
 天子。天子の位。周代に天子が直隷地内から兵車一万輛を出す制であったことから
高倉帝
　
一一六一～一一八一。一一六八～一一八〇在位。後白河天皇
の子。諱は憲仁。学問・詩歌・音楽 優れ、また寛大で温情ある性格であったので、多くの人に慕われていたという。
〔典拠〕『今鏡』第九巻
｢ むかしがたり
｣
第三五三話
｢ 賢き道々
｣ 。
『発心集』第六巻
　
第七十話
｢ 時光茂光数寄天聴事に及ぶ
｣ 。
『源平盛衰記 二五
　
｢ 時光茂光御方違盗人事
｣ 。
（菅本
　
慈子・仲川
　
泰博）
「傷逝」篇〔凡例〕
一、
 本稿は、服部南郭『大東世語』 「傷逝」篇の本文と原注に関する注釈である。
一、
 注釈は、早稲田大学大学院教育学研究科二〇一一年度科目「国文学演習」 （堀
　
誠担当）の受講生（石本波留子、趙倩倩、上原菜
摘子、菅本慈子 橘和久 丹治麻里子、齋藤彰子、仲川泰博、井上翠、任清梅）が講読担当話の発表資料に基づいて原稿化した。
一、
 底本は、 早稲田大学図書館蔵本『大東世語』 （寛延三年〈一七五〇〉刊）に依り また典拠に関しては同館蔵本『大東世語考』 （方寸菴漆鍋稿、寛延四年〈一七五一〉序）を参考にした。
一、
 「傷逝」篇の都合五話を、 〔傷逝１〕のように順次表記した。
一、
 注釈は本文の〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、原注の〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、および〔語釈〕 、 〔典拠〕から構成される。
一、
 〔書き下し文〕は、原則として底本の訓点を尊重しつつ、適宜これを改めた。〔傷逝１〕
藤黃門敦忠①妙
二絲竹
一。早亡。後每
二御宴
一。以
二源博雅堪
一 レ
音。必奏
二
其事
一。 若有
二事故
一。 不
レ得
二召入
一。 則御宴爲
レ之輟 故舊犹云。 黃門若在。
豈容
レ使
三王孫獨專
二朝野
一乎。
〔書き下し文〕藤黃門敦忠
 絲竹に妙なり。早く亡ず。後
 御宴の每に、源博雅が音に
堪すぐ
れたるを以て、必ず其の事を奏せしむ。若し事故有りて、召し入る
ことを得ざれば、則ち御宴
 之が爲に
輟や
む。故舊
 犹ほ云へらく、 「黃門
若し在らば、 豈に王孫をして獨り朝野を專にせしむるを容れんや」と。〔訳文〕藤原中納言敦忠は、 管弦の演奏に優れていた。若いうちに亡くなった。彼が亡くなってから、天皇は御宴を催すごとに、源博雅が音楽に優れ
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ていることから、必ず彼に演奏をさせた。もし支障があって彼を召し入れることができない時には、御宴はその為に取りやめにな た。ふるなじみの者が依然として言うことには、 「敦忠中納言がもしご存命であったなら、どうして王孫の博雅どのだけに朝野にわたる世間の評判をほしいままにさせ をゆるしただろうか」と。〔原注〕①左大臣時平之子。〔書き下し文〕①左大臣時平の子なり。〔訳文〕①左大臣藤原時平の子である。
〔語釈〕藤黃門
 敦忠
　
藤原敦忠。九〇六～九四三。平安中期の公卿、歌人。藤
原時平の三男。本院中納言、枇杷の中納言とも呼ばれる。歌人として名高く、三十六歌仙の一人である。また、管弦の道にも優れていた。家集に『敦忠集』がある。なお、黄門 は中納言の唐名であり、唐の黄門侍郞の職掌に似ていることからこうばれるという。
絲竹
　
 絲は琴や琵琶などの弦楽器、竹は笙や笛などの管楽器のこと。また、それらを演奏することも指す。管弦に同じ。
御宴
　
 天皇や皇族、貴人などが開く宴会のこと
源博雅
　
九一八～九八〇。平安中期の官人、雅楽家。醍醐天皇の第一
王子克明親王の長男。博雅の三位とも呼ばれる。母の兄である藤原敦忠（一説に敦実親王にも）に和琴を学び、敦忠の死後は御遊に重用された。横笛や琵琶など 演奏に 長けており、朱雀門の鬼から笛の名器「葉二」を手 入れた話など、その楽才にまつわる逸話や説話が多く残っている。 『新撰楽譜』や『長竹譜』の選者。
事故
　
 こと、わけ。仔細 また、出来事、さわり、故障の意味も持つ。ここでは 「さしさわり」ととった。
故舊
　
昔からの古なじみ。故人。旧知。
王孫
　
 帝王の子孫、また 貴族 子弟を指す。ここでは、醍醐天皇の孫である源博雅を指している
朝野
　
 朝廷と民間。また、世間、天下の意味もある
時平
　
 藤原時平。八七一～九〇九。平安前期 公卿 藤原基経の長男。左大臣の 、右大臣菅原道真を讒言によって大宰府に左遷し、政権を確立したこ 知られる。延喜の荘園整理令などによって律令制の維持に尽力するも、三十九歳 死去。道真の祟りだと噂された。また、 『日本三代実録』や『 式』の編纂を主導した。
〔典拠〕『大鏡』藤原時平伝。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（橘
　
和久）
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〔傷逝２〕
紀寬欲
レ得
二納言
一。懇
二祈長谷
一。夢有
レ人命曰。他方須
二汝文章
一。當
レ
遣爾。尋卒①。〔書き下し文〕紀寬は納言を得ることを欲す。長谷に懇祈す。夢に人有りて命じて曰く、 「他方
　
汝の文章を
須ま
つ。當に遣るべきのみ」と。
尋つい
で卒す。
〔訳文〕紀寛は納言になることを望んで、 長谷寺に懇ろに祈り願った。すると、夢に人が現れて 命じていうことには、 「他国があなたの文章（の才）を待ち望んでいる。あ たをそこに差し遣わすのがよ しかろう」 とまもなく、紀寛は世を去った。〔原注〕①世傳。寬母初祈長谷。而得生寬。〔書き下し文〕①
 世に傳ふるに、寬の母は初め長谷に祈り、
而しか
して寬を生むを得た
りと。
〔訳文〕①
 世間の人々は、紀寛の母が長谷寺に祈って初めて、寛を生むことができた だと伝承してい 。
〔語釈〕懇祈
　
懇ろに祈り求める。
他方
　
別の方面、他のの方面。また、他国。ここでは、冥界を指すか。
須
　　
待ち望む。
尋
　　
俄かに、まもなく。
紀寬
　
 紀長谷雄。八四五か八五一～九一二。平安前期の学者・詩人。字は寛。俗称は紀納言 父は貞範。嘗て大和の長谷寺に祈り生まれたことにより、名付けたという。延喜 年（九〇二）参議に列し、同十年権中納言従三位、翌年中納言に進み、十二年に没す。文藻豊かで、衆に推されて詔書勅書の多くはその作にかかるという。
長谷
　
 長谷寺。大和国
磯しきぐん
城郡
初瀬にある真言宗の寺。古来、山岳信仰
の霊地で、天武天皇の勅命により道明が創建した本長谷寺に始まる。のち、聖武天皇の勅願寺とな 、現在名を称し 。本尊の十一面観世音菩薩は平安時代には、貴族 特に女性の信仰が厚かった。文学作品にも初瀬詣 記事が多い。 『長谷寺験記』 や『六代御前物語』などがそれである。
〔典拠〕『今昔物語集』巻二十四―第二十五話。『江談抄』第一―第三十八話。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（任
　
清梅）
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〔傷逝３〕
永延時。内宴蹴鞠。四納言倶陪①。鞠激隕
レ外。例當
二一人往取
一。藤
公任曰。此中不
レ至
二將相
一人之子當
レ遣耳。藤行成嘆曰。先少將不幸早
没。人不
レ可
レ無
レ壽②。
〔書き下し文〕永延の時、内宴の蹴鞠に、四納言倶に陪す。鞠激しくして外に隕つ。例しとして當に一 往きて取るべし。藤公任曰く、 「此の中の將相に至らざる人の子 遣るべ のみ」と。藤行成嘆じて曰く、 「先 少將
　
不幸にして早没す。人は
壽
いのちなが
きこと無かる可からず」と。
〔訳文〕永延年間のこと、内宴で催される蹴鞠に四人の納言がみな参集した。鞠は勢い余って（
懸かかり
の）外に落ち、先例では（その鞠を）一人が行っ
て取ってこなければならなかった。藤原公任が言った、 「この中で大将や大臣に至ら か た人の子をこそ取りにやるべきだ」と 藤原行成はため息をついて、 「先少将（父）は不幸にして早くに亡くなった人は長命でないことがあってはならない」と言った。〔原注〕①
 相國恆德公爲光之子齊信。相國賴忠之子公任。左相高明之子俊賢。并行成。時稱
二四納言
一。
②
 行成。 攝政伊尹之孫。 少將義孝之子。 義孝早逝。 不
レ陞
二大臣大將
一。
〔書き下し文〕
①
 相國
　
恆德公
　
爲光の子
　
齊信、相國
　
賴忠の子
　
公任、左相
　
高明の子
　
俊賢、并びに行成なり。時に四納言と稱せらる。
②
 行成は、攝政
　
伊尹の孫にして、少將
　
義孝の子なり。義孝は早
逝せば、大臣
　
大將に陞らず。
〔訳文〕①
 太政大臣恒德公為光の子斉信、太政大臣頼忠の子公任、左大臣高明の子俊賢、および行成である。 （この四人は）当時四納言と称された。
②
 行成は摂政伊尹の孫であり、 （右）少将義孝の子である。義孝は早くに亡くなったので、大臣や大将に昇進できなかった。
〔語釈〕永延
　
 一条朝の年号。九八七～九八九。永延年間に斉信・公任・俊賢・行成が納言であった事実はない。四人が同時に納言であった時期は、寛弘六年（一〇〇 ）～寛仁三年（一〇一九） 。
内宴
　
 正月二一日頃に宮中
仁じんじゅでん
寿殿
で行われた、天皇主催の私宴。公
卿・殿上人や女官 参じて、妓女らの奏楽や文人の詩賦を楽しんだ。
蹴鞠
　
 革製の鞠を地面に落さないように、 定の高さを保持して繰り返し蹴上げ、 その回数で優劣を競う遊戯。通常八人（二人一組）で、七間半（約一四メートル）四方の、そ 東北 隅に桜、東南に柳 西南に楓、西北に松を植えた庭（
懸かかり
、または
鞠きく
壺つぼ
とい
う）で行う。
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陪
　　
したがう。はべる。ここでは、朝廷に集う意に解釈した。
激
　　
勢いがはげしいこと。
例
　　
ならわし。しきたり。
將相
　
大将と大臣。
先少
　
行成の父・義孝のこと。
人不可
 無壽
　「壽」は、長生きをすること。人は短命であってはなら
ないの意。
相國
　
 太政大臣・左大臣・右大臣の唐名。
恆德公
 爲光
　
藤原為光。九四二～九九二。 「恒德公」は諡。平安中期
の公卿で、父は右大臣師輔。正暦二年（九九一）に従一位太政大臣に任ぜられ、薨去するに及び 一位を追贈され 男は二男斉信が権大納言に至った以外は大成し かった
齊信
　
 藤原斉信。九六七～一〇三五。平安中期の公卿で、父は太政大臣為光。長徳二年（九九六）参議に任ぜられ、大納言に至る右大 藤原実資に比される才学を持ち、清少納言とも交流があった。
賴忠
　
 藤原頼忠。九二四～九八九 平安中期の公卿で、 父は摂政実頼。天元元年（九七八）太政大臣 任ぜらる。また 円融天皇と花山天皇の関白。子に公任・頼任・遵子・諟子らがいる。
公任
　
 藤原公任。九六六～一〇四一。平安中期の公卿で、父は太政大臣頼忠。長保元年（九九 ）に従三位、寛弘六年（一〇〇九）権大納言。万寿三年（一〇二六）解脱寺で出家。故実 詳しく
また三船の才（和歌・漢詩・音楽）に長じた。 『和漢朗詠集』の撰者。
左相
　
 左大臣の唐名。
高明
　
 源高明。九一四～九八二。平安中期の公卿で、醍醐天皇の第十皇子。延喜二十年（九二〇）に源姓を賜り臣籍に下った。康保三年 （九六六） 右大臣、 同四年に正二位左大臣。 安和二年 （九六九）三月、いわゆる安和の変に連座し大宰権帥として左遷された。
俊賢
　
 源俊賢。九五九～一〇二七。平安中期の公卿で、父は 大宰権帥高明 天延三年（九七五）叙爵し、長徳元年（九九五）参議となり、権大納言まで昇る。藤原道長の最も強力な支持者の一人。妹の明子は道長室。
行成
　
 藤原行成。九七二～一〇二七。平安中期の公卿で、父は右近衛少将義孝、祖父は摂政伊尹。幼くして父と祖父を亡くし 不遇な青年期を過ごしたが、長徳元年（ 九五） 俊賢 推挙で蔵人頭に抜擢。長保三年（一〇〇一）参議 寛仁四年（一〇二〇）権大納言 至る 能書家として有名で 後世「三蹟」に数えられ、その筆跡は極官が権大納言であったことから 権 よばれる。
伊尹
　
 藤原伊尹。九二四～九七二。平安中期の公卿で、父は右 臣師輔。同母弟に兼通・兼家らがい 天徳四 六 ）参議となり、安和の変 より大納言、翌天禄元年（九七〇）に右大臣 ・摂政、翌二年に太政大臣に任ぜられた。和歌に秀で、 『後撰集』
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以下の勅撰集に三七首入集している。
義孝
　
 藤原義孝。九五四～九 四。平安中期の公卿で、 父は摂政伊尹。天禄元年（九七〇）左兵衛権佐、翌二年には右少将になり、天禄三年（九七二）正五位下 至る。兄挙賢とともに美男で名高かったが、当時蔓延していた疱瘡のため挙賢は朝 、義孝は夕に世を去り、このため兄を前少将、弟を後少将と呼んだ。
陞
　　
官位がのぼる。
〔典拠〕『十訓抄』第四―第十八話。
　　　　　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
（丹治
　
麻里子）
〔傷逝４〕
江帥文辭不
レ及
二其祖
一①。至
三於才學優長。博
二識古今
一。非
二獨江家
一。
諸氏蓋無
二若者
一。最留
二意國家典章
一。恆言朝廷若盛。吾家亦盛。朝廷
若衰。吾家亦衰。及
二其沒
一。藤黃門宗忠歎惜曰。斯人八葉儒家。三世
侍讀。朝之樞要。 之燈燭也。國家失
二良臣
一。天下亡
二明鏡
一。
〔書き下し文〕江がうのそち
帥
の文辭其の祖に及ばず。才學優長、古今に博識なるに至りては、
獨り 家 みに非ず、
蓋けだ
し
若し
く者無し。最も意を國家の典章に留
む。恆に言ふ「朝廷
若も
し盛んならば、吾が家も亦た盛んならん。朝廷
若し衰へば、吾 家も亦た衰へん」と 其の沒するに及びて、藤黃門
宗忠歎惜して曰く、 「
斯この
人ひと
　
八葉の儒家、三世の侍讀、朝の樞要、文
の燈燭なり。國家
　
良臣を失し、天下
　
明鏡を
亡うし
なふ」と。
〔訳文〕江帥（大江匡房）の文詞はその先祖（朝綱と匡衡）には及ばなかった。しかし、その才能と学問が人並み優れ、古今のあらゆることがらに博識であることになると、江家のみならず おそらくは諸氏にも彼に及ぶ者はいな った。国家の
典きまり
章
に最も意を払っていた。つねに言うこ
とには「朝廷が繁栄する らば わが江家もまた繁栄するだろう。朝廷が衰退するならば、わが江家もまた衰退するだろう」と。彼が亡くなった際に、中納言藤原宗忠は の死を歎き惜しんで言った、 「こ人は八代にわたる儒家であり 三代の帝 侍読であり、朝廷 要であり、詩文の
燈き
燭はん
であった。国家は良き廷臣を失い、世の中は明鏡たる
賢士を亡くしたのだ」 。〔原注〕①朝綱。匡衡。〔書き下し文〕①朝綱、匡衡なり。〔訳文〕①朝綱、匡衡である。
〔語釈〕江帥
　
 大江匡房。一〇四一～一一一一。匡衡の曾孫。成衡の子。正二位権中納言。後三条・白河・堀河天皇の侍読となる。大宰権帥
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に任じられ、江帥と称された。著作は『江家次第』 『続本朝往生伝』 『本朝神仙伝』 『遊女記』他多数。家集に『江帥集』 。 『江談抄』の談話者としても知られる。
文辭
　
 文章のことば。文詞。
朝綱
　
 大江朝綱。八八六～九五七。音人の孫。玉淵の子。正四位下参議。 「屏風土代」 「坤元録屏風詩」を詠作。撰国史所の別当となり『新国史』の編纂に関与 著作に『後江相公集』 『作文大体』 。後のちのごうしょうこう
江相公
と称せらる。
匡衡
　
 大江匡衡。九五二～一〇一二。維時の孫。赤染衛門 夫 正四位下侍従、丹波守。文章博士。一条・三条天皇 侍読として仕える。
　　　
 詩集に『
江ごうのりほうしゅう
吏部集
』 、歌集に『大江匡衡朝臣集』などがあり、
その和歌は 後拾遺集』にみえる 中古三十六歌仙 一人
才學
　
 才能と学識。
典章
　
 制度文物。 り おきて。
藤黃門
 宗忠
　
藤原宗忠。一〇六二～一一四一。平安後期の公卿。宗俊
の子。従一位右大臣。中御門右大臣と称せらる。黄門は中納言の唐名。有職故実に精通 関白藤原忠実に近侍、白河上皇・堀河天皇の信任を得た。 学、管弦にもすぐれ、 『作文大体』 『韻華集』 などを著わした。日記に 『 右記』 。和歌は 『続古今和歌集』『玉葉和歌集』に入集。
八葉儒
 家
　
八代にわたる儒家。葉は世・時代の意。匡房は、儒学者と
しての大江家の基を築いた音人から八代目に当たる。
三世侍
 讀
　
匡房が三代の帝の侍讀を務めたということ。侍讀は、天子
または皇太子に侍して講義する役の人。後世、侍講とも言われる。
樞要
　
 たいせつなところ。かなめ。中央。
燈燭
　
 ともしび。また、平安時代、 学寮 学生に灯油の料として与えられた一種の奨学金のこと、匡房も給せられたことがある。ここでは、 匡房が詩文に明るく優れ、 その拠り所、 規範となる意。
明鏡
　
曇りがない鏡。
〔典拠〕『中右記』 「天永二年十一月五日」 。
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（齋藤
　
彰子）
〔傷逝５〕
好①曰。昔日雪朝。屬
レ有
レ託
レ事。貽
二書友人
一。草卒不
レ及
二雪狀
一。
其人答書曰。 不
レ問
二此雪如何
一。 子非
二吾友
一。 其人已逝。 於
レ今不
レ可
レ忘。
〔書き下し文〕
好曰く、 「昔日
　
雪の朝、 事を託する有るに
屬しょく
して、 書を友人に貽る。
草卒にして雪の狀に及ばず。其人答書して曰く、 『此雪
如いかん
何
と問はず。
子は吾が友に非ず』と。其人已に逝く。今に於いて忘るべからず」と。〔訳文〕
『大東世語』
｢ 企羨
｣
篇・ 「傷逝」篇注釈稿（堀）
六九
兼好が言うことには、 「以前、雪の朝に、用事を頼むことがあって、手紙を友人に送った。慌しく、雪の様子に言い及ばなかった。その人が返信して言うことには、 『この雪はどうかと問わなかった。あなたは私の友人ではない』 。その人はすでに逝去した。今に至 ても忘れること できない」と。〔原注〕①卜部
顯之子。左兵衛。
　〔書き下し文〕①卜部
顯の子、左兵衛なり。
〔訳文〕①卜部兼顯の子、左兵衛であった。
〔語釈〕
好
　
 卜部兼好。一二八三？～一三五二以後。鎌倉時代後期から南北朝時代の歌人 二条派。堀河具守の家司となり、宮廷に出仕して蔵人・左兵衛佐に至ったが、のち出家。随筆『徒然草』に、その哲学的 宗教的 生観を展開する。二条 の藤原為世の弟子として、和歌四天王の一人と称せられ、 『兼好自撰家集』がある。
卜部
顯
　
兼好の父。治部少輔。
屬
　　
 かこつける。たのむ。意味 に「託」に通ずる。訓点に従って解釈したが、 「当」 ・ 「適」に通じ、 「まさに」 「たまたま（ちょうど ・折しも） 」の意に解することもできる。
貽
　　
おくる。つたえる。
草卒
　
あわただしい。
〔典拠〕『徒然草』第三十一段。
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
（井上
　
翠）

